
１　著書

著者名 論文タイトル 分担頁 出版社名 発行年月

神経内科

城倉　健 めまい P958-959
今日の治療指針
2017年版

福井次矢、
高木　誠、小室一成

医学書院 2017年

城倉　健 めまい・耳鳴り P139 内科学

矢崎芳雄、赤司浩一、
小室一成、渥美達也、
須永眞司、伊藤　裕、
南学正臣、稲垣暢也、
長谷川好規、神田　隆、
松本哲哉、木下芳一、
楽木宏実、工藤正俊

朝倉書店 2017年

城倉　健 めまい P2060-2066 内科学

矢崎芳雄、赤司浩一、
小室一成、渥美達也、
須永眞司、伊藤　裕、
南学正臣、稲垣暢也、
長谷川好規、神田　隆、
松本哲哉、木下芳一、
楽木宏実、工藤正俊

朝倉書店 2017年

工藤洋祐、城倉　健、田中章景 めまい P289-291 内科外来診断navi

富野康日己、高橋和久、
長谷部直之、渡辺純夫、
藤元昭一、小松則夫、
弘世貴久、瀧澤俊也、
渥美 達也

中外医学社 2017年

臨床研究部

秋山治彦
CQ1-8　認知症の病理学的背景にはど
のようなものがあるか

P16-17
認知症疾患診療ガ
イドライン

「認知症疾患診療ガイドラ
イン」作成委員会

医学書院 2017年8月

秋山治彦 Alzheimer病：修飾薬開発の展望 P12-15
神経疾患最新の治
療2018-2020

水澤英洋、山口修平、
園生雅弘

南江堂 2018年1月

秋山治彦 認知症医療の今後 P24-32
老年脳神経外科診
療マニュアル

井川夫、森田明夫 メジカルビュー社 2018年2月

リハビリテーション部
ＰＴ

溝部朋文
装具療法
長下肢装具を用いて立位・歩行を誘導
できるか

P195-205
脳卒中理学療法
コアコンピテンス

網本和、渡辺学 中外医学社 2018年3月

溝部朋文
装具療法
治療・生活場面で短下肢装具を有効活
用できるか

P305-316
脳卒中理学療法
コアコンピテンス

網本和、渡辺学 中外医学社 2018年3月

検査部

田中　理
stepup　Martin-Gruber吻合存在下の正
中神経および尺骨神経伝導検査

P462-468
検査と技術　45巻４
号

田中　理 医学書院 2017年4月

薬剤部

五十嵐俊
第5章　専門医や他職種が求める総合
診療医の動脈硬化診療
4 糖尿病：薬剤師から

P297-302

Gノート増刊 Vol.5
No.2
動脈硬化御三家
高血圧・糖尿病・脂
質異常症をまるっと
制覇！

南郷栄秀 羊土社 2018年3月

原　弘士 付録　薬剤相互作用 P.333-337
感染症プラチナマ
ニュアル
2018 Grande

岡　秀昭
メディカルサイエン
スインターナショナ
ル

2018年3月

原　弘士 付録　薬剤相互作用 P.333-337
感染症プラチナマ
ニュアル
2018

岡　秀昭
メディカルサイエン
スインターナショナ
ル

2018年3月

栄養部

熊谷直子
急性期から慢性期までのステージ別に
考える　高齢者の水分・電解質管理 －
命の水の”量”と”質”－

p 22-23
ヘルスケア・レストラ
ン

株式会社
日本医療企画

2018年1月

Ⅱ　学術業績

著書名・編著者名
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２　論文

著者名 論文名 掲載紙又は発行所名 発表年月 巻号　 備考

神経内科

Fukui S, Imazeki R, Amano Y,
Kudo Y, Amari K, Yamamoto M,
Todoroki K, Ikeya Y,Okazaki T,
Yanagimachi N, Shizuma T,
Fukuyama N, Johkura K,
Mori H.

Common and specific risk factors for ischemic stroke
in elderly: Differences based on type of ischemic
stroke and aging

J Neurol Sci 2017年 380: 85-91

城倉　健 めまい診療におけるアプローチ Medical Practice 2017年 34: 204-212

城倉　健 え？まさか！BPPV診療の落とし穴 総合診療 2017年 27: 1330-1333

城倉　健 めまいはわかりにくい？ Medical Practice 2017年 34: 2074

城倉　健 めまいの治療 神経治療 2017年 34: 368

菅原恵梨子、工藤洋祐、
城倉　健

低血糖性片麻痺の原因と診断 Brain Nerve 2017年 69: 101-110

山口久美、村木文子、
橋本恵理奈、金子美里、
石井　栞、鈴木順子、加藤千史、
甘利和光、城倉　健

インストラクショナル・デザインを用いたrt-PA投与プロ
トコル導入研修の評価

ブレインナーシング 2017年 33: 81-84

脳神経外科

Shimizu
 
S, Kobayashi

 
Y,

 
Oka

 
H,

Kumabe
 
T

Idiopathic spinal cord herniation: Consideration of its
pathogenesis based on the histopathology of the dura
mater

Eur Spine 2017年 原著

Xinrui L, Sato Y, Dan M,
Kuroda H, Kumabe T

Total Resection of Brainstem Extension of Tentorial
Schwannoma Using an Occipital Trans-tentorial
Approach: A Case Report

World neurosurgery 2017年 症例報告

清水　曉、大澤成之、
望月崇弘、 河井卓也、
三井公彦、隈部俊宏

脊髄拡大硬膜形成における椎弓切除端のミニスク
リューへの硬膜吊り上げ：簡便・効果的な髄腔の維持
法

J Spine Res 2017年 8:1231-1234 原著

脊椎脊髄外科

Aota.Y, Tanabe H, Nakamura N,
Saito T

A histomorphometric study of the cancellous spinal
process bone in adolescent idiopathic scoliosis

European Spine Journal 2017年 26:1600-1609

Konno T, Aota Y, Saito T,
Qu N, Hayashi S, Kawata S,
Itoh M.

Anatomical study of middle cluneal nerve
entrapment.

Journal of Pain Research. 2017年 10:1431-1435
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著者名 論文名 掲載紙又は発行所名 発表年月 巻号　 備考

臨床研究部

Oyanagi K, Kinoshita M, Suzuki-
Kouyama E, Inoue T,
Nakahara A, Tokiwai M, Arai N,
Satoh JI, Aoki N, Jinnai K,
Yazawa I, Arai K, Ishihara K,
Kawamura M, Ishizawa K,
Hasegawa K, Yagisita S,
Amano N, Yoshida K, Terada S,
Yoshida M, Akiyama H,
 Mitsuyama Y, Ikeda SI.

Adult onset leukoencephalopathy with axonal
spheroids and pigmented glia (ALSP) and Nasu-
Hakola disease: lesion staging and dynamic changes
of axons and microglial subsets.

Brain Pathol 2017年11月
第27巻6号
748-769.

Matsuo K, Shindo A, Niwa A,
Tabei KI, Akatsu H,
Hashizume Y, Akiyama H,
Ayaki T, Maki T, Sawamoto N,
Takahashi R, Oikawa S,
Tomimoto H.

Complement Activation in Capillary Cerebral
Amyloid Angiopathy.

Dement Geriatr Cogn
Disord.

2017年
第44巻5-6号　343-
353

Akiguchi I, Pallàs M, Budka H,
Akiyama H, Ueno M, Han J,
Yagi H, Nishikawa T, Chiba Y,
Sugiyama H, Takahashi R,
Unno K, Higuchi K,
Hosokawa M

SAMP8 mice as a neuropathological model of
accelerated brain aging and dementia: Toshio
Takeda's legacy and future directions.

Neuropathology 2017年8月
第37巻4号　p293-
305.

Hosokawa M, Kondo H,
Serrano GE, Beach TG,
Robinson AC, Mann DM,
Akiyama H, Hasegawa M, Arai T

Accumulation of multiple neurodegenerative disease-
related proteins in familial frontotemporal lobar
degeneration associated with granulin mutation.

Scientific Reports 2017年5月 第7巻1号　1513

Imamura K, Izumi Y,
Watanabe A, Tsukita K,
Woltjen K, Yamamoto T,
Hotta A, Kondo T, Kitaoka S,
Ohta A, Tanaka A, Watanabe D,
Morita M, Takuma H,
Tamaoka A, Kunath T,
Wray S,Furuya H, Era T,
Makioka K, Okamoto K,
Fujisawa T, Nishitoh H,
Homma K, Ichijo H, Julien JP,
Obata N, Hosokawa M,
Akiyama H, Kaneko S, Ayaki T,
Ito H, Kaji R, Takahashi R,
Yamanaka S, Inoue H

The Src/c-Abl pathway is a potential therapeutic
target in amyotrophic lateral sclerosis.

Science Translational
Medicine

2017年5月

第9巻391号　pii:
eaaf3962doi:
10.1126/scitranslm
ed.aaf3962

秋山治彦
世界と日本の認知症の今（誌上シンポジウム：特別
フォーラム「今，薬剤師に求められている認知症対応
力向上」－認知症研修認定薬剤師制度から－）

薬局薬学 2017年4月 第9巻1号　p70

秋山治彦 アルツハイマー病疾患修飾薬開発のためのレジストリ Brain and Nerve 2017年7月
第69巻7号　p743-
748

細川雅人、秋山治彦 脳内炎症の病理像と意義 実験医学 2017年8月
第35巻12号
p1962-1966

秋山治彦
G8認知症サミットおよびその後継イベントと認知症予
防

日本臨床 2018年1月

第76巻増刊号「実
地診療のための最
新認知症学」
p174-181

秋山治彦 アルツハイマー病先制医療の現状と展望 老年精神医学雑誌 2018年2月
第28巻増刊号I
p99-106

秋山治彦 特集にあたって  臨床栄養 2017年7月 第131巻1号　p17
特集「認知症と
栄養」（p17-64）
を編集

－ 22 －



著者名 論文名 掲載紙又は発行所名 発表年月 巻号　 備考

リハビリテーション部
ＰＴ

尾崎　寛、萩原章由 脳血管障害に対する下肢装具と理学療法
神奈川県理学療法士会学
術誌　理学療法―技術と
研究―

2018年2月 46号 P1-7

リハビリテーション部
ＳＴ

浦野雅世、石榑なつみ、
谷永穂子、 中尾真理、 三村　將

右半球損傷により著明な錯文法を呈した1例 神経心理学 2017年9月 33（3），188-197

浦野雅世、谷永穂子、
武藤里佳、 穴水幸子、 三村　將

動詞の理解/産生が二方向性に障害された1例 高次脳機能研究 2017年12月 37（3）, 339-346

検査部

池園哲郎、伊藤彰紀、
武田憲昭、中村　正、
浅井正嗣、池田卓生、
今井貴夫、重野浩一郎、
高橋幸治、武井泰彦、
山本昌彦、渡辺行雄

めまいの診断基準化のための資料　診断基準2017
年改訂

equilibrium research
june  2017
pages233-241

vol76 No.3

Kosuke Watanabe,
Yosuke Kudo, Eriko Sugawara,
Tomoki Nakamizo,
Kazumitsu Amari,Koji Takahashi,
Osamu Tanaka, Miho Endo,
Yuko Hayakawa, Ken Johkura,

Comparative study of ipsilesional and contralesional
repetitive transcranial magnetic stimulations for
acute infarction

Journal of the Neurological
Sciences

Accepted 1
November 2017

Journal of the
Neurological
Sciences 384 (2018)
10–14

薬剤部

五十嵐俊
薬剤師 in プライマリ・ケア
薬剤師こそEBMを実践する

実践誌「プライマリ・ケア」 2017年 Vol.2 No.3

栄養部

熊谷直子
リハビリテーション栄養UPDATE
Part３．医原性サルコペニアの廃絶をめざして
脳卒中患者の医原性サルコペニア対策

医歯薬出版株式会社
「臨床栄養」編集部

2017年8月

熊谷直子

めざせ！リハビリテーション栄養のNST48
― CAREガイドラインに基づく症例報告 ―
ワレンベルグ症候群後の難治性吃逆によるリハビ
リテーション栄養マネジメント阻害：症例報告

医歯薬出版株式会社
「臨床栄養」編集部

2017年11月

看護部

下村晃子 エンドオブライフケア：実践知が導くケア技術 看護技術 2017年 63(7),85-89

下村晃子 巻頭言「患者の語り」から気づく実践報告の大切さ 日本慢性看護学会誌 2017年 11(2),53

山口久美、村木文子、
橋本恵理奈、金子美里、
石井　栞、鈴木順子　他

インストラクショナル・デザイン（ID）を用いたｔ-PA投与
プロトコール導入研修の評価

ブレインナーシング 2017年 33（12）81-84

－ 23 －



３　学会・研究会

発表者名 演題名 学会研究会名 発表年月 会場 備考

神経内科

Johkura K, Kudo Y, Sugawara E,
Nakamizo T, Amari K, Tanaka F,
Takahashi K, Tanaka O

Differential diagnosis of horizontal,
direction-changing apogeotropic
positional nystagmus.

XXIII World Congress of
Neurology

2017年9月 京都

Sugawara E, Shimizu M,
Yamamoto M, Kudo Y,
Nakamizo T, Amari K,
Tanaka F, Johkura K.

Platelet aggregation measured by light
transmission aggregometry in acute
ischemic stroke patients compared with
normal subjects.

XXIII World Congress of
Neurology

2017年9月 京都

Amari K, Kudo Y, Watanabe K,
Takahashi O, Tanaka O,
Johkura K

Spontaneous, headshaking, and
positional nystagmus in post-lateral
medullary infarction dizziness

XXIII World Congress of
Neurology

2017年9月 京都

城倉　健、工藤洋祐、高橋幸治、
田中　理

小脳への反復経頭蓋磁気刺激と眼球
運動：8の字コイル刺激

第55回日本神経眼科学会総会 2017年11月 横浜

城倉　健、工藤洋祐、
菅原恵梨子、甘利和光、
高橋幸治、田中　理

小脳への反復経頭蓋磁気刺激と眼球
運動：シータバースト刺激と単相性4連
発磁気刺激

第76回日本めまい平衡医学会総
会

2017年12月 軽井沢

工藤洋祐、高橋幸治、田中　理、
菅原恵梨子、中溝知樹、
黒木美百、東山雄一、城倉　健

急性期脳血管障害患者のベッドサイド
での眼球運動評価（小脳病変での検
討）第2報

第55回日本神経眼科学会総会 2017年11月 横浜

工藤洋祐、菅原恵梨子、
高橋幸治、田中　理、奈良典子、
中溝知樹、城倉　健

蘇生後に周期性方向交代性眼振を伴う
めまいがみられた39歳女性例

第223回日本神経学会関東・甲
信越地方会

2017年12月 東京

天野　悠、工藤洋祐、
菅原恵梨子、渡邊耕介、
中溝知樹、桔梗英幸、
釘本千春、城倉　健

MRIで経過を追ったCogan症候群の79
歳女性例

第221回日本神経学会関東・甲
信越地方会

2017年6月 東京

奈良典子、工藤洋祐、
高橋幸治、菅原恵梨子、
甘利和光、城倉　健

回転後眼振と視運動性後眼振により平
衡機能を評価した延髄外側梗塞の59歳
男性例

第222回日本神経学会関東・甲
信越地方会

2017年9月 東京

高橋幸治、工藤洋祐、城倉　健

ビデオ眼振計を用いた中枢疾患での
saccade／pursuit解析：橋被蓋部梗塞に
おける眼球運動のビデオ眼振計による
解析

第33回真鶴セミナー 2017年8月 葉山

高橋幸治、工藤洋祐、
奈良典子、菅原恵梨子、
甘利和光、城倉　健

延髄外側梗塞患者の回転後眼振と視
運動性後眼振

第55回日本神経眼科学会総会 2017年11月 横浜

髙橋幸治，宮地美貴子，
川崎友里，友野彩加，
内田愛子，田中　理，
林　達也，城倉　健

脳梗塞患者の頸動脈超音波所見：性別
による加齢変化の違いの背景

第35回日本神経治療学会総会 2017年11月 大宮

高橋幸治、田中　理、工藤洋祐、
菅原恵梨子、奈良典子、
甘利和光、城倉　健

骨導前庭誘発眼筋電位と瞬目反射
第76回日本めまい平衡医学会総
会

2017年12月 軽井沢

田中　理、内田愛子、高橋幸治、
天野　悠、工藤洋祐、城倉　健

マイクロバブル注入後の頸動脈HITSの
CPAPによる変化：SONARAと
FURUHATAの同時評価

第47回日本臨床神経生理学会
学術大会

2017年11月 横浜

宮地美貴子、髙橋幸治、
川崎友里、友野彩加、
内田愛子、田中　理、
林　達也、城倉　健

脳梗塞患者の頸動脈超音波所見：性別
による加齢変化の違い

第35回日本神経治療学会総会 2017年11月 大宮

城倉　健 神経内科のめまい診療
第34回日本めまい平衡医学会医
師講習会

2017年7月 神戸
依頼講演
（学会主催）

城倉　健 中枢性めまい 第47回平衡機能検査技術講習会2017年8月 東京
依頼講演
（学会主催）

城倉　健 めまいと眼振 第33回真鶴セミナー 2017年8月 葉山
依頼講演
（学会主催）

城倉　健 めまいにおける検査のアプローチ 第29回日本神経生理検査研究会2017年9月 東京
依頼講演
（学会主催）

城倉　健 めまい：これからの治療 第35回日本神経治療学会総会 2017年11月 大宮
依頼講演
（学会主催）
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発表者名 演題名 学会研究会名 発表年月 会場 備考

城倉　健
ビデオ眼振計を用いた眼球運動検査か
ら何がわかるか

第76回日本めまい平衡医学会総
会

2017年12月 軽井沢
依頼講演
（学会主催）

城倉　健 脳卒中とめまい
第21回福岡脳卒中救急カンファ
レンス

2017年4月 福岡 講演（その他）

城倉　健 中枢性めまいの病態と新しい治療法 第19回山形めまい研究会 2017年6月 山形 講演（その他）

城倉　健 中枢性めまいの病態と新しい治療法 三重県めまい学術講演会 2017年7月 津 講演（その他）

城倉　健 脳卒中の予防と治療
横浜市脳卒中市民啓発予防キャ
ンペーン講演会

2017年10月 横浜 講演（その他）

城倉　健 中枢性めまいの病態と新しい治療法
第3回めまいカンファレンスin多
摩

2017年11月 八王子 講演（その他）

城倉　健 めまいの救急
神経救急の臨床・第10回神経疾
患に親しみ強くなる会

2017年12月 東京 講演（その他）

菅原恵梨子 当院における血小板機能研究について 第140回磯子医学会 2017年5月 横浜 講演（その他）

宮地美貴子、高橋幸治、
田中　理、内田愛子、川﨑友里、
友野彩加、林　達也、城倉　健

脳梗塞患者の頸動脈超音波所見：性別
による加齢変化の違い

YBSC・市民病院合同検査部主
催勉強会

2017年10月 横浜 講演（その他）

脳神経外科

清水　曉、望月崇弘、大澤成之、
関口朋子、隈部俊宏

外側後頭下アプローチにおけるbridged
craniotomy変法

第10回日本整容脳神経外科研
究会

2017年4月 甲府 一般口演

清水　曉、大澤成之、望月崇弘、
甘利和光、近藤竜史、隈部俊宏

脊髄硬膜動静脈瘻において瘻と異なる
髄節で硬膜を貫通する導出静脈：手術
を複雑化する非典型的走行

第24回日本脊椎・脊髄神経手術
手技学会

2017年9月 新潟 一般口演

黒田博紀、宮坂和弘、檀　充、
井島大輔、山本大輔、仁木　淳、
近藤竜史、西山和利、隈部俊宏

当院における急性期脳梗塞に対する機
械的血栓回収療法に伴う頭蓋内出血

日本脳神経外科学会第７６回学
術総会

2017年10月 名古屋 ポスター

黒田博紀、宮坂和弘、檀　充、
井島大輔、山本大輔、仁木　淳、
近藤竜史、西山和利、隈部俊宏

当院における急性期脳梗塞に対する機
械的血栓回収療法に伴う頭蓋内出血

第33回NPO法人　日本脳神経血
管内治療学会　学術総会

2017年11月 東京 ポスター

黒田博紀、宮坂和弘、檀　充、
井島大輔、山本大輔、仁木　淳、
近藤竜史、西山和利、隈部俊宏

当院における急性期脳梗塞に対する機
械的血栓回収療法に伴う頭蓋内出血

第43回日本脳卒中学会学術総
会

2018年3月 福岡 一般口演

清水　曉、大澤成之、望月崇弘、
甘利和光、近藤竜史、隈部俊宏

導出静脈が瘻と異なる髄節で硬膜を貫
通する脊髄硬膜動静脈瘻：手術を複雑
化する非典型的走行

第47回日本脳卒中の外科学会 2018年3月 福岡 ポスター
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脊椎脊髄外科

町田正文、星野　端、河井卓也、
小林洋介、渡邊　太、青田洋一、
町田真理、南郷脩史

骨微細構造を用いたFEM（μFEM）によ
る骨粗鬆症椎体の強度評価

第46回日本脊椎脊髄病学会学
術集会

2017年4月 札幌
主題3 脊椎脊髄疾患
の画像診断の進歩

河井卓也、青田洋一、
小林洋介、渡邊　太、町田真理、
町田正文、齋藤知行

胸腰椎疾患と上殿皮神経症状の関連
に関する研究

第46回日本脊椎脊髄病学会学
術集会

2017年4月 札幌
一般口演8 腰椎 診
断・評価

関屋辰洋、青田洋一、
山田勝崇、金子貫一郎、
井出　学、金井研三、齋藤知行

特発性側弯症患者の骨成熟度評価に
おけるEOSの信頼性

第46回日本脊椎脊髄病学会学
術集会

2017年4月 札幌
ﾎﾟｽﾀｰ15 側弯症 病
態・評価

河井卓也、青田洋一、
山下孝之、齋藤知行

軽症例を含めた前立腺癌脊椎転移患
者の生命予後と臨床的特徴

第46回日本脊椎脊髄病学会学
術集会

2017年4月 札幌
一般口演31 転移性
脊椎腫瘍

岩村祐一、稲坂理樹、
河野心範、上石貴之、
玉城博章、河井卓也、
青田洋一、齋藤知行

腰椎変性側弯症に対する多椎間矯正
固定術の長期臨床成績 －特に腰椎骨
盤矢状面Alignment と各種合併症の影
響について－

第46回日本脊椎脊髄病学会学
術集会

2017年4月 札幌
ﾎﾟｽﾀｰ52 成人脊柱
変形矯正

小林洋介、青田洋一、
河井卓也、渡邊　太、町田真理、
町田正文、渡邉健一

成人脊柱変形に対する二期的
OLIF+PSO －OLIF cage 下でのPSO

第46回日本脊椎脊髄病学会学
術集会

2017年4月 札幌
ﾎﾟｽﾀｰ52 成人脊柱
変形矯正

金子貫一郎、青田洋一、
山田勝崇、井出　学、関屋辰洋、
金井研三、齋藤知行

脊柱側面Ｘ線撮影の上肢肢位について
の検討

第46回日本脊椎脊髄病学会学
術集会

2017年4月 札幌
ﾎﾟｽﾀｰ54 脊椎ｱﾗｲﾒ
ﾝﾄ

中村直行、加藤慎也、
青田洋一、齋藤知行

当科における脳性麻痺側弯症児の手
術治療成績

第46回日本脊椎脊髄病学会学
術集会

2017年4月 札幌
一般口演83 重度小
児脊柱変形

町田真理、青田洋一、
河井卓也、小林洋介、渡邊　太、
伊波幸輝、齋藤知行

牽引下EOSによる思春期特発性側弯症
（AIS）の椎体回旋の評価

第90回日本整形外科学会学術
総会

2017年5月 仙台
一般演題ﾎﾟｽﾀｰ 脊
椎：側弯症１

町田真理、町田正文、三宅　敦、
小林洋介、河井卓也、渡邊　太、
青田洋一

思春期特発性側弯症（AIS）のrod
rotation-detorsion（RRD）矯正法に対す
るsterEOS（EOS）による三次元評価

第90回日本整形外科学会学術
総会

2017年5月 仙台
一般演題ﾎﾟｽﾀｰ 脊
椎：側弯症２

金子貫一郎、青田洋一、
金井研三、関屋辰洋、井出　学、
山田勝崇、齋藤知行

SVA評価のための至適上肢肢位
第90回日本整形外科学会学術
総会

2017年5月 仙台
一般演題ﾎﾟｽﾀｰ 脊
椎：アライメント２

中村直行、青田洋一、
上杉昌章、渡辺健一、江畑　功

小児ランゲルハンス細胞組織球症椎体
骨折は部位によって異なる回復をする

第51回日本側彎症学会学術集
会

2017年8月 札幌
一般演題 症候群性
側弯症

佐藤雅経、青田洋一、
河井卓也、小林洋介、渡辺　太、
町田真理

胸椎代償機構についての考察および
T5PAの有用性の検証

第51回日本側彎症学会学術集
会

2017年8月 札幌
一般演題 成人脊柱
変形・病態(1)

町田真理、青田洋一、
河井卓也、小林洋介、渡辺　太、
伊波幸輝、齋藤知行

牽引下EOSによる思春期特発性側弯症
(AIS)の椎体回旋の評価

第51回日本側彎症学会学術集
会

2017年8月 札幌
ﾎﾟｽﾀｰ AIS 病態・評
価・検診

紺野智之、青田洋一、
河井卓也、小林洋介、渡邊　太、
町田真理、齋藤知行

上・中殿皮神経障害に対する手術成績
第24回日本脊椎･脊髄神経手術
手技学会学術集会

2017年9月 新潟
ﾎﾟｽﾀｰ 演題17 腰椎
2

小林洋介、青田洋一、
河井卓也、渡邊　太、町田真理、
町田正文、渡邉健一

S2 alar iliac screw を用いた変形矯正術
後 Proximal junctional kyphosis と予防
策

第24回日本脊椎･脊髄神経手術
手技学会学術集会

2017年9月 新潟
主題8-3 合併症(神
経、血管、その他)対
策 ３

渡邊　太、青田洋一、町田正文、
河井卓也、小林洋介、町田真理

胸要移行部骨粗鬆性椎体骨折に対す
る後方進入片側VCRの治療成績

第26回日本脊椎インストゥルメン
テーション学会

2017年10月 金沢
一般演題(口演)：骨
粗鬆症1
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発表者名 演題名 学会研究会名 発表年月 会場 備考

臨床研究部

秋山治彦
先制医療の現状と展望－開発中の治
療薬の整理－

アルツハイマー病研究会 第18回
学術シンポジウム

2017年4月
グランドプリンスホテ
ル新高輪

トラックセション2：治
療－認知症薬物治
療を考える－

秋山治彦 神経内科医の立場から 第32回老年精神医学会 2017年6月 ウィンクあいち
シンポジウム「専門医
として認知症をどう診
るか」

秋山治彦 認知症診療・研究の方向性
第1回脳神経外科認知症学会学
術総会

2017年6月
TKPガーデンシティ
梅田

特別講演

秋山治彦
アルツハイマー病・パーキンソン病の病
態と治療薬開発

第20回兵庫臨床神経病理カン
ファレンス

2017年7月 生田神社会館 特別講演

細川雅人、新井哲明、野中　隆、
亀谷富由樹、近藤ひろみ、
秋山治彦、長谷川成人

TDP-43 proteinopathyモデルマウスの
作製

第47回日本神経精神薬理学会 2017年9月
札幌コンベンションセ
ンター

一般演題（共同演
者）

秋山治彦 認知症をめぐる諸問題 第28回老年医学会東北地方会 2017年10月
弘前大学医学部コ
ミュニケーションセン
ター

ランチョンセミナー

秋山治彦
レビー小体病の認知機能障害：背景病
理のいろいろ

第11回パーキンソン病・運動障
害疾患コングレス（MDSJ）

2017年10月 品川プリンスホテル プレナリーレクチャー

秋山治彦 認知症診療のこれからについて
第11回北海道脳神経外科認知
症研究会

2017年11月 ロイトン札幌 特別講演

細川雅人、田中良法、
新井哲明、近藤ひろみ、
秋山治彦、長谷川成人

プログラニュリンのハプロ不全はADモデ
ルマウスにおけるAβの蓄積を減少する

第36回日本認知症学会 2017年11月 石川県立音楽堂
一般演題（共同演
者）

細川雅人、新井哲明、野中　隆、
亀谷富由樹、近藤ひろみ、
秋山治彦、長谷川成人

TDP-43 proteinopathyモデルマウスの
作製

2017年度生命科学系学会合同
年会 (ConBio2017)

2017年12月 神戸ポートアイランド
一般演題（共同演
者）

秋山治彦
認知症疾患の病態と根本治療薬開発
研究の現状

第17回周南地区認知症研究会 2018年3月
ホテルサンルート徳
山

特別講演

秋山治彦 認知症の病理と疾患修飾薬開発研究
第200回湘南神経談話会特別講
演会

2018年3月
ホテルサンライフ
ガーデン（平塚）

特別講演

リハビリテーション科

中尾真理
訪問リハに役立つ摂食・嚥下機能評価
と嚥下リハビリテーション訓練の実際

第27回リハビリテーション交流会 2017年7月
横浜市立脳卒中・脊
椎センター

籠田雅代、高田薫子、
武藤里佳、小林宏高、前野　豊

慢性期片麻痺患者に対する当院での
取り組み～上肢機能集中訓練の効果と
その課題～

第141回磯子医学会 2017年11月 横浜
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リハビリテーション部
ＰＴ

溝部朋文
長下肢装具を用いた片麻痺者の歩行
練習における、股関節伸展筋活動の力
学的考察

第52回日本理学療法学術大会 2017年5月 幕張メッセ 演者

熊木由美子 神経系疾患の理学療法
神奈川県理学療法士会　新人教
育プログラム研修会

2017年7月
神奈川県立保健福
祉大学

講師

溝部朋文 口述演題神経系Ⅰ
第36回関東甲信越ブロック理学
療法士学会

2017年9月
長野市ホクト文化
ホール

座長

溝部朋文
運動学・運動力学的視点からみた、脳
卒中片麻痺の理学療法の再考

神奈川県理学療法士会　神経理
学療法領域講習会

①2017年9月
②2017年11月

①神奈川県立保健
福祉大学
②横浜ビジネスパー
ク

講師

松葉好子 臨床実習はいかにあるべきか 日本理学療法士教員協議会 2017年10月 東京医科歯科大学 シンポジスト

萩原章由 歩行再建
日本神経理学療法学会　参加型
フォーラム2017

2017年11月
首都大学東京荒川
キャンパス

講師

萩原章由

バイオメカニクスから見る動作の成功と
失敗の分岐点
―オーバーヘッドリーチが立位重心移
動に与える影響―

第7回臨床に活かす動作分析を
考える研究会

2017年11月
国際医療福祉大学
大学院　東京青山
キャンパス

講師

松葉好子
補装具使用で拡がる生活の可能性
「在宅生活における補装具使用の実際
とその管理」

横浜市南部地区訪問リハビリ
テーション連絡会・当院リハビリ
テーション交流会　共催講演会

2017年11月 南公会堂 講師

植木琢也

組織的なセルフエクササイズの指導が
回復期リハビリテーション病棟に入院中
の脳卒中患者の活動量およびアウトカ
ムに与える影響

第31回回復期リハビリテーション
病棟協会研究大会

2018年2月
盛岡市民文化ホー
ル

演者

平岡俊也
脳卒中片麻痺者における入院中の活
動時間と退院後の生活活動範囲の関
係

第31回回復期リハビリテーション
病棟協会研究大会

2018年2月
盛岡市民文化ホー
ル

演者

北川敦子
片麻痺者と卓球
―卓球を用いたリハビリの紹介と地域活
動について―

神奈川県理学療法士会　障害者
スポーツ理学療法講習会

2018年2月 横浜ラポール 講師

溝部朋文、中嶋俊祐 力学的視点から捉えた装具療法
国際医療福祉大学大学院　乃木
坂スクール

2018年2月
国際医療福祉大学
大学院　東京青山
キャンパス

講師

駒場佳世子 障害者スポーツについて
第12回横浜リハビリテーション研
究会

2018年2月
横浜市総合リハビリ
テーションセンター

講師

塚本佐保
回復期リハビリテーション病棟入院中の
軽症脳卒中患者における活動性と体力
との関係

第35回神奈川県理学療法士学
会

2018年3月 パシフィコ横浜 演者

辻　恵子
歩行自立に至らなかったが活動量向上
に向けたアプローチを効果的に導入で
きた入院脳卒中患者2症例の紹介

第35回神奈川県理学療法士学
会

2018年3月 パシフィコ横浜 演者
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リハビリテーション部
ＯＴ

早川裕子
高次脳機能障害における作業療法の
基礎知識

千葉県君津圏域OTの輪 2017年4月
国保直営総合病院
君津中央病院

講演

江花早苗、伊佐美由紀、
渡邊亜希子、加藤千尋、
前川有紀、荻野祥代、
早川裕子、大西正徳

回復期リハビテーション病棟退院時の
患手管理定着度と上肢麻痺の重症度
について

第16回神奈川県作業療法学会 2017年7月
神奈川県立保健福
祉大学

ポスター発表

石丸敦彦、早川裕子、
遠藤美帆、酒井　緑、武藤里佳

学習性不使用予防を志向した脳卒中急
性期での取組み
―麻痺手を主体的に使用するように
なった1症例―

第16回神奈川県作業療法学会 2017年7月
神奈川県立保健福
祉大学

ポスター発表

藤浦佳恵、島田玲子、
山田裕子、早川裕子、福みずほ

慢性期片麻痺者に対する当院での上
肢機能集中機能訓練 SPIR-ITの試み
―麻痺手を生活で使えるように―

第51回日本作業療法学会 2017年9月 東京国際フォーラム ポスター発表

加藤千尋、山田裕子、
坂本里佳、白倉麻美、
早川裕子、前野　豊

麻痺手を生活で使用することを目標に
上肢用 ロボット型運動訓練装置
(ReoGo -J)を活用 した1症例

第7回日本ロボットリハビリテー
ション・ケア研究大会

2017年11月
電気ビルみらいホー
ル

口述発表

早川裕子
高次脳機能障害の診療における多職
種連携

第41回日本高次脳機能障害学
会学術総会

2017年12月 大宮ソニックシティー シンポジスト

早川裕子
高次脳機能障害における作業療法の
基礎知識

作業療法地域連携会＠
sagamihara第21回研究会

2017年12月
北里大学医療衛生
学部

教育講演

白倉麻美、加藤千尋 ReoGo-J使用経験・症例報告 ReoGo-Jユーザーズミーティング 2017年2月
鎌倉リハビリテーショ
ン聖テレジア病院

講師

白倉麻美、加藤千尋 ReoGo-J症例報告 ReoGo-Jユーザーズミーティング 2017年2月
大川原脳神経外科
病院

講師

リハビリテーション部
SＴ

浦野雅世
シンポジウム　失語症への認知神経心
理学的アプローチ「口頭表出に対する
評価と介入」

第43回日本コミュニケーション障
害学会

2017年7月 愛知淑徳大学

画像診断部

江崎琴音 ポータブル用ＦＰＤの使用経験 横浜市職員診療放射線技師会 2016年11月
横浜市立大学附属
市民総合医療セン
ター病院

佐藤勇樹 sterEOSの使用経験 横浜市職員診療放射線技師会 2017年2月
横浜市立大学附属
市民総合医療セン
ター病院

検査部

田中　理 神経伝導検査　実技講習会
神奈川県臨床検査技師会　脳波
筋電図講習会

2017年7月
神奈川県民サポート
センター

田中　理
内視鏡的手根管開放術後に 手の痺
れ、痛みが悪化した65歳女性

千葉神経生理検査研修会 2017年7月 千葉

田中　理 大脳誘発電位の基礎知識
平成29年度　東京都臨床検査技
師会
神経生理研修会

2017年7月 東京体育館会議室

田中　理 ここだけは知っておきたい脳波検査
神奈川県臨床検査技師会　脳波
筋電図講習会

2017年8月
神奈川県民サポート
センター

田中　理 blink reflexで患側R1のみ 消失した一例 千葉神経生理検査研修会 2017年8月 千葉

高橋幸治、工藤洋祐、城倉　健
ビデオ眼振計を用いた中枢疾患例での
saccade／pursuit解析

第33回神経眼科真鶴セミナー 2017年8月
神奈川・葉山湘南国
際村

講師
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発表者名 演題名 学会研究会名 発表年月 会場 備考

田中　理 脳波検査Q&A
第２９回日本神経生理検査研究
会　関東甲信越支部研修会

2017年9月
日本光電フェニック
スアカデミー

講師

奈良典子、工藤洋祐、
高橋幸治、菅原恵梨子、
甘利和光、城倉　健

回転後眼振と視運動性後眼振により平
衡機能を評価した延髄外側梗塞の59歳
男性例

第222回日本神経学会関東・甲
信越地方会

2017年9月 東京・砂防会館

宮地美貴子、高橋幸治、
田中　理、内田愛子、川﨑友里、
友野彩加、林　達也、城倉　健

脳梗塞患者の頸動脈超音波所見
　～性別による加齢変化の違い～

横浜市立市民病院検査部合同
勉強会

2017年10月
神奈川・横浜市立脳
卒中神経脊椎セン
ター

田中　理
マイクロバブル注入後の頸動脈HITSの
CPAPによる変化

第47回日本臨床神経生理学会
学術集会

2017年11月
パシフィコ横浜

城倉　健、工藤洋祐、高橋幸治、
田中　理

小脳への反復経頭蓋磁気刺激と眼球
運動：8の字コイル刺激

第55回日本神経眼科学会総会 2017年11月 パシフィコ横浜

工藤洋祐、高橋幸治、田中　理、
菅原恵梨子、中溝知樹、
黒木美百、東山雄一、城倉　健

急性期脳血管障害患者のベッドサイド
での眼球運動評価（小脳病変での検
討）

第55回日本神経眼科学会総会 2017年11月 パシフィコ横浜

高橋幸治、工藤洋祐、
奈良典子、菅原恵梨子、
甘利和光、城倉　健

延髄外側梗塞患者の回転後眼振と視
運動性後眼振

第55回日本神経眼科学会総会 2017年11月 パシフィコ横浜

宮地美貴子、髙橋幸治、
川崎友里、友野彩加、
内田愛子、田中　理、
林　達也、城倉　健

脳梗塞患者の頸動脈超音波所見：性別
による加齢変化の違い

第35回日本神経治療学会総会 2017年11月 ソニックシティ大宮

城倉　健、工藤洋祐、
菅原恵梨子、甘利和光、
高橋幸治、田中　理

小脳への反復経頭蓋磁気刺激と眼球
運動：シータバースト刺激と単相性4連
発磁気刺激

第76回日本めまい平衡医学会総
会

2017年11月
軽井沢プリンスホテ
ル・ウエスト

高橋幸治、田中　理、工藤洋祐、
菅原恵梨子、奈良典子、
甘利和光、城倉　健

骨導前庭誘発眼筋電位と瞬目反射
第76回日本めまい平衡医学会総
会

2017年11月
軽井沢プリンスホテ
ル・ウエスト

田中　理、内田愛子、高橋幸治、
天野　悠、工藤洋祐、城倉　健

マイクロバブル注入後の頸動脈HITSの
CPAPによる変化 ― SONARAと
FURUHATAの同時評価 ―

第47回日本臨床神経生理学会
学術大会

2017年11月 パシフィコ横浜

工藤洋祐、菅原恵梨子、
高橋幸治、田中　理、奈良典子、
中溝知樹、城倉　健

蘇生後に周期性方向交代性眼振を伴う
めまいがみられた39歳女性例

第223回 日本神経学会関東・甲
信越地方会

2017年12月 東京砂防会館

髙橋幸治 生理検査精度管理調査報告会：筋電図
神奈川県検査技師会脳波筋電
図研究班

2018年2月 横浜・波止場会館

髙橋幸治、工藤洋祐、
奈良典子、菅原恵梨子、
甘利和光、城倉　健

延髄外側梗塞患者の回転後眼振と視
運動性後眼振

第43回日本脳卒中学会学術大
会

2018年3月 博多国際センター

城倉　健、甘利和光、奈良典子、
工藤洋祐、菅原恵梨子、
中溝知樹、渡邊耕介、天野　悠、
山本正博、髙橋幸治、
田中　理、奈良典子

慢性期の延髄外側梗塞におけるめまい
の悪化：前向き観察研究

第43回日本脳卒中学会学術大
会

2018年3月 博多国際センター

工藤洋祐、奈良典子、
菅原恵梨子、天野　悠、
渡邊耕介、甘利和光、
高橋幸治、田中　理、城倉　健

脳卒中後慢性疼痛に対するMRIナビ
ゲーション反復経頭蓋磁気刺激の効果

第43回日本脳卒中学会学術大
会

2018年3月 博多国際センター

田中　理、内田愛子、髙橋幸治、
天野　悠、工藤洋祐、城倉　健

CPAPによる右左シャントの変化
第43回日本脳卒中学会学術大
会

2018年3月 博多国際センター

田中　理
マイクロバブル注入後の 頸動脈HITSの
CPAPによる変化

第43回日本脳卒中学会学術集
会 2018年3月 福岡国際会議場

渡邊耕介、工藤洋祐、
菅原恵梨子、奈良典子、
高橋幸治、田中　理、城倉　健

脳の興奮性を電気生理学的に確認でき
た良性成人型家族性ミオクローヌスてん
かんと考えられる77歳男性例

第224回日本神経学会関東・甲
信越地方会

2018年3月 東京砂防会館
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薬剤部

南郷栄秀、五十嵐俊
薬剤情報の見方～統計の苦手意識を
克服するために～

平成29年度東京都福祉保健局・
病院経営本部専門研修職種職
務専門研修

2017年5月 東京

南郷栄秀、岡田　悟、矢吹　拓、
宮崎　景、五十嵐俊

教育講演6．Annual Evidence Update in
Primary Care

第8回日本プライマリ・ケア連合学
会学術大会

2017年5月 高松

南郷栄秀、岡田　悟、矢吹　拓、
宮崎　景、五十嵐俊、
鈴木佳奈子

インタレストグループ11．プライマリ・ケア
でEBM を利用する

第8回日本プライマリ・ケア連合学
会学術大会

2017年5月 高松

南郷栄秀、岡田　悟、宮崎　景、
五十嵐俊、鈴木佳奈子

医学論文の深い読み方・使い方 ～
EBMを正しく使おう

日本プライマリ・ケア連合学会 第
14回 春季生涯教育セミナー

2017年6月 東京

南郷栄秀、五十嵐俊、
西別府弘子

EBM治療編「製薬会社の説明会のきき
かた」

第79回神奈川EBM実践研究会 2017年6月 横浜

五十嵐俊
黄色ブドウ球菌感染症のマネージメント
（症例検討）

第10回神奈川病院薬剤師感染
症フォーラム

2017年6月 川崎 ファシリテーター

五十嵐俊 感度、特異度、尤度比とは 第80回神奈川EBM実践研究会 2017年7月 横浜

五十嵐俊
EBM学習（教育）が薬剤師業務に与え
る影響に関する調査

医療薬学フォーラム2017/第25回
クリニカルファーマシーシンポジ
ウム

2017年7月 鹿児島 ポスター

五十嵐俊、永井　徹、臼田　誠、
原　弘士

神奈川県下8施設におけるカルバペネ
ム耐性腸内細菌科細菌(CRE)の検出状
況とその対応

医療薬学フォーラム2017/第25回
クリニカルファーマシーシンポジ
ウム

2017年7月 鹿児島 ポスター

一澤里枝、五十嵐俊、平野秀隆
当院における運転禁止・注意医薬品の
使用実態

第20回 日本医薬品情報学会学
術大会

2017年7月 東京 口頭発表

原　弘士
相互作用ハードチェック（わかる相互作
用）

第4回　おもてなしHICCS 2017年7月 金沢

五十嵐俊 ミニレクチャー：RCTの批判的吟味　他
竹田城 EBM workshop（EBMを
実践する研究会）

2017年9月 兵庫

南郷栄秀、五十嵐俊、倉田香織
Systematic review（SR）を飼いならす
～GRADEシステムの理解とSRの読み
方、活かし方～①

EBM実践講座 2017年9月 東京

原　弘士, 永井　徹, 加藤英明
市中病院での診断された結核症例の検
討

日本感染症学会東日本地方会
学術集会・日本化学療法学会東
日本支部総会合同学会

2017年11月 東京

櫻塲秀一、原　弘士、五十嵐俊、
城倉　健

ALSに対するエダラボン投与に関する
検討

第27回日本医療薬学会年会 2017年11月 幕張

南郷栄秀、五十嵐俊、倉田香織
Systematic review（SR）を飼いならす
～GRADEシステムの理解とSRの読み
方、活かし方～②

EBM実践講座 2017年11月 東京

南郷栄秀、五十嵐俊
薬剤（第2回）薬剤情報の見方・考え方
（中級編）～論文を適切に評価するため
に～（演習）

平成29年度東京都福祉保健局・
病院経営本部専門研修職種職
務専門研修

2017年11月 東京

南郷栄秀、五十嵐俊 初めてでも一通りわかるEBM
日本プライマリ・ケア連合学会
プライマリ・ケア認定薬剤師研修
会

2017年11月 東京

五十嵐俊
新しい敗血症の定義と診療ガイドライン
（症例検討）

第11回神奈川病院薬剤師感染
症フォーラム

2017年11月 川崎 ファシリテーター

大久保莉菜、永井　徹、
櫻塲秀一、臼田　誠、
五十嵐俊、平野秀隆

看護師による坐剤分割における病棟薬
剤師による分割補助線記入の有用性

第16回かながわ薬剤師学術大会 2018年1月 横浜 ポスター

岩﨑夏海、櫻塲秀一、臼田　誠、
五十嵐俊、平野秀隆

当院におけるプレアボイド報告の現状と
報告

第16回かながわ薬剤師学術大会 2018年1月 横浜 ポスター
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廻絵梨香、永井　徹、臼田　誠、
櫻塲秀一、五十嵐俊、平野秀隆

酸化マグネシウム製剤投与患者の患者
背景と血清マグネシウム値の測定状況

第16回かながわ薬剤師学術大会 2018年1月 横浜 ポスター

五十嵐俊、櫻塲秀一、平野秀隆 ミラクルフルーツタブレットのアラベル®内第16回かながわ薬剤師学術大会 2018年1月 横浜 ポスター

南郷栄秀、五十嵐俊、倉田香織
Systematic review（SR）を飼いならす
～GRADEシステムの理解とSRの読み
方、活かし方～③

EBM実践講座 2018年1月 東京

荒居典子、臼田　誠、
原　弘士、熊谷直子、
戸村苑子、大津比呂志

特発性側弯症手術患者の術前におけ
る輸液療法と経口補水療法の比較
～水・電解質と消化管機能回復への影
響～

日本静脈経腸栄養学会 2018年2月 横浜 ポスター

永井　徹、小泉晶子、
原　弘士、加藤英明

当院における周術期抗菌薬の使用状
況調査

第33回日本環境感染学会 2018年2月 東京

南郷栄秀、岡田悟、西田祐介、
川瀬圭祐、五十嵐俊、
鈴木佳奈子

WS10　論文を読まずにEBMを実践しよ
う！（東京）

日本プライマリ・ケア連合学会 第
13回 若手医師のための家庭医
療学冬期セミナー

2018年2月 東京

五十嵐俊 H29年度　TDM研修会 神奈川県病院薬剤師会 2018年2月 横浜 ファシリテーター

原　弘士、櫻場秀一、臼田　誠、
永井　徹、五十嵐俊、
平野秀隆、城倉　健

DOACの凝固検査値への影響の考察 STROKE2018 2018年3月 福岡

原　弘士 ASTに必要なPK-PDの考え方 埼京プラチナASTカンファランス 2018年3月 埼玉

永井　徹、菅原恵梨子、
櫻塲秀一、大久保莉菜、
原　弘士、臼田　誠、五十嵐俊、
平野秀隆、山本正博、城倉　健

ワルファリン関連脳出血に対するプロト
ロンビン複合体製剤の効果

第43回日本脳卒中学会学術集
会

2018年3月 福岡

五十嵐俊
インフルエンザ治療薬のランダム化比
較試験を読んでみよう

EBM-Tokyo 第28回 EBM
workshop

2018年3月 東京

南郷栄秀、五十嵐俊、倉田香織
Systematic review（SR）を飼いならす
～GRADEシステムの理解とSRの読み
方、活かし方～④

EBM実践講座 2018年3月 東京
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栄養部

熊谷直子
神奈川区介護予防ボランティア研修会
高齢期の栄養について

神奈川区介護予防普及啓発事
業

2017年6月 神奈川地区センター 講師（その他）

熊谷直子 ｢かながわワクワク健康フェスタ｣
神奈川区介護予防普及啓発事
業

2017年6月
神奈川スポーツセン
ター第２体育室

講師

熊谷直子

高齢脳卒中患者に対する低栄養病因
評価と摂食嚥下評価に基づく集学的支
援と経口摂取獲得・機能回復との関連
性

第59回 日本老年医学会学術集
会

2017年6月 名古屋国際会議場 口演発表

熊谷直子 キャリア教育
東京都社会的・職業的自立支援
教育プログラム事業

2017年6月
光塩女子学院中等
科

講師

熊谷直子
第４回リハビリテーション栄養研究デザ
イン学習会
研究倫理、研究プロトコール

日本リハビリテーション栄養学会 2017年7月
味の素グループ高輪
研修センター

講師

熊谷直子 若返り教室　健康長寿の食の極意
横浜市介護予防・日常生活支援
総合事業社会福祉法人竹生会
滝頭地域ケアプラザ

2017年8月 滝頭地域ケアプラザ 講師

熊谷直子 ｢体力測定de健康アップ講座｣
神奈川区介護予防普及啓発事
業

2017年9月
地域包括支援セン
ター若竹苑、沢渡三
ツ沢地域ケアプラザ

講師

熊谷直子 若返り教室　健康長寿の食の極意
横浜市介護予防・日常生活支援
総合事業社会福祉法人竹生会
滝頭地域ケアプラザ

2017年12月
岡村西部連合自治
会館

講師

熊谷直子、大津比呂志、
弦巻真理、臼田　誠、原　弘士、
荒居典子 、小山田有貴子

頸部手術後の嚥下障害の発生率およ
びリスク因子

第21回日本病態栄養学会年次
学術集会

2018年1月 国立京都国際会館 口演発表

熊谷直子 病気を予防する食生活
関東シニアライフアドバイザー協
会第11回シニアライフコーディ
ネーター　養成講座

2018年1月
一般財団法人
消費科学センター

講師

熊谷直子

食や食環境を通じた疾患の重症化予防
戦略
― 未来を創る仲間を増やし手を結ぶ
―

都築区・緑区・青葉区
給食施設栄養管理研修会

2018年1月 都築区総合庁舎

講師

熊谷直子
血管年齢を若く保つ秘訣
― 生活習慣病を予防する食事につい
て ―

南区保健活動推進員全体研修
会

2018年2月 南区総合庁舎 講師

横山邦篤 介護食の作り方　調理実習 緑区食生活等改善推進員会 2018年2月 緑区総合庁舎 講師

熊谷直子、大津比呂志
頸椎前方手術後の早期嚥下障害の発
生率およびリスク因子 ： 後ろ向き研究

第33回日本静脈経腸栄養学会
学術集会

2018年2月 パシフィコ横浜 口演発表

熊谷直子、弦巻真理、
小山田 有貴子

急性期くも膜下出血患者の口腔機能障
害が摂食状況に及ぼす影響

第33回日本静脈経腸栄養学会
学術集会

2018年2月 パシフィコ横浜 示説発表

榎原直也、沢辺正和、
白鳥千穂、松永初美、
坂下雄一、熊谷直子、
森みさ子、飯田純一、樋島　学、
林　宏行、若林秀隆、望月弘彦

神奈川NST合宿による成果と今後期待
される効果について
 ― 神奈川NST専門療法士連絡会の取
り組み ―

第33回日本静脈経腸栄養学会
学術集会

2018年2月 パシフィコ横浜 共同演者

荒居典子、臼田　誠、原　弘士、
熊谷直子、戸村苑子、
大津比呂志

特発性側彎症手術患者の術前におけ
る輸液療法と経口補水療法の比較～
水・電解質と消化管機能回復への影響
～

第33回日本静脈経腸栄養学会
学術集会

2018年2月 パシフィコ横浜 共同演者

熊谷直子、臼田　誠、原　弘士、
城倉　健

急性期脳卒中患者への早期集学的栄
養アプローチと機能回復との関連性

第43回日本脳卒中学会学術集
会

2018年3月

福岡国際会議場・福
岡サンパレス・福岡
国際センター

示説発表

－ 33 －



発表者名 演題名 学会研究会名 発表年月 会場 備考

看護部

下村晃子、川端久美子、
河崎さつき

「脳卒中後の後遺症によりセルフマネジ
メントが困難な患者に対する腎症外来
チームの介入」

第60回日本糖尿病学会 2017年5月 示説発表

下村晃子
「循環器・呼吸器疾患をサブスペシャリ
ティとする慢性疾患看護専門看護師の
実践の特徴」

第11回日本慢性看護学会 2017年7月 示説発表

戸村苑子、唐木恵理子、
佐々木ちほ、庄司美樹、
池田愛美、大津比呂志

「脊椎脊髄外科病棟における看護師
の慢性疼痛の理解」

第48回日本看護学会慢性期看
護

2017年8月 示説発表

大津比呂志、熊谷直子
頸椎前方手術後の早期嚥下障害の
発生率およびリスク因子：後ろ向き研
究

第23回日本摂食嚥下リハビリ
テーション学会

2017年9月 口演

山本奈緒美
横浜嚥下障害症例検討会の通年講
座の実習での患者体験を通して見え
てきたもの

第23回日本摂食嚥下リハビリ
テーション学会

2017年9月 示説発表

遠藤佳奈、川口高子、影山佳英
「側弯症後方矯正固定術を受ける患者
の前胸部に手を挿入することによる除圧
方法の検討」

第31回日本手術看護学会年次
大会

2017年11月 示説発表

荒居典子、臼田　誠、
原　弘士、熊谷直子、
戸村苑子、大津比呂志

特発性側弯症手術患者の術前におけ
る輸液療法と経口補水療法の比較～
水・電解質と消化管機能回復への影響
～

第30回日本静脈経腸栄養学会 2018年2月

熊谷直子、大津比呂志
頸椎前方手術後の早期嚥下障害の発
生率およびリスク因子：後ろ向き研究

第30回日本静脈経腸栄養学会 2018年2月 示説発表

神田敏江、友野彩春、
橋本恵理奈、村木文子、
佃　乃扶、工藤洋祐、中溝知樹、
菅原恵梨子、臼田　誠、城倉　健

「SCUにおけるせん妄予測スコアの検
討」

第43回日本脳卒中学会学術集
会

2018年3月 示説発表

廣山洋子、神戸幸枝、
宮道由紀枝、山下智佳子

「脳血管撮影検査における患者への関
わり～患者の体験から看護師の役割を
探求する～」

第43回日本脳卒中学会学術集
会

2018年3月 示説発表
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